


4　①②サイドフレーム(前/左右)に｢2｣で組立てた｢前｣脚フレームセット(整流板付)と⑩荷台フレームを
　 ⑲　六角ボルトセットＭ６で組付け、①②サイドフレーム先端に⑤⑥先端キャップ(R/L)をはめ込み下から
　 ⑳  タッピングビス５ミリで固定します。〔図-6〕
　 この時、〝[前]脚フレームセット〟を①②サイドフレームに差込む際は〝整流板〟が必ずパイプの〝後〟に
   ある状態で差込んでください。〔図-6-A〕パイプの〝前〟に整流板があると高速走行時に〝異音〟が発生します。
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｢前｣脚フレームセット

図-6-A

後
キャリア方向(前)

整流板

｢前｣脚フレームセット

整流板は必ずパイプの
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｢中間｣脚フレームセット
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図-8

6　｢4・5｣で組立てた前枠と中間・後枠を⑦中間ジョイントにて繋ぎ合わせ、⑲  六角ボルトセットＭ６
　 でしっかりと固定します。〔図-8〕

＋

前枠

中間・後枠

7

19

5　｢4｣同様に③④サイドフレーム(後/左右/品番ラベル付)に｢2｣で組立てた｢中間｣｢後｣脚フレームセットと
　 ⑩荷台フレームを⑲　六角ボルトセットＭ６で組付け、③④サイドフレーム先端に⑤⑥先端キャップ(R/L)を
　 はめ込み、下から　  タッピングビス５ミリで固定します。〔図-7〕
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1　⑫脚セットに⑰ベースゴムの凸部が奥になるように注意して組付けます。〔図-1〕
　 ⑪脚ステーと⑫脚セットを下の図の位置に合わせて仮締めします。〔図-2〕                     

注意　車両に取付ける際に角度調整を行う為、必ず　 キャップボルトＭ８
      は仮締めの状態にしてください。
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2　３種類の脚フレームセットを組み立てます。[前][中間][後]
　 ⑧⑨脚フレームに⑱ナットプレートを通します。⑪脚ステーの裏に⑭ステープレートの
　 長穴の向きに注意してかませ、 　キャップボルトセットＭ６にて下記寸法に従って仮締めします。〔図-3・4〕
　 ※ [中間]と[後]は同じ脚フレームセットになります。
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図-3

注意　車両に取付ける際にキャリア幅の調整を行う場合がある為、  キャップボルトセットＭ６は仮締めの状態にしてください。！
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3　⑧⑨脚フレームと⑪脚ステーの接地面に対し｢内｣と｢外｣に分割される余分なスライド穴を　塩ビテープで塞ぎます。
　〔図-5〕　塩ビテープは必要な長さにカットして⑪脚ステーの接地面より10ﾐﾘ以上をオーバーラップ(重複)する
　 ように貼ってください。〔図-5-A〕　キャップボルトセットM6は〔取付け方法①/2〕で本締めします。
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⑪脚ステー接地面

注意！ スライド穴は確実に塞がないと走行時に笛を吹いたような異音が発生します。また、雨天や洗車時に⑧⑨脚フレ
ームの中に水が入りサビ発生の原因となります。その為、 塩ビテープはお忘れなく必ず貼ってください。
そして貼る際には必ず10ﾐﾘ以上をオーバーラップ(重複)するように貼ってください。
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3  ⑮前用取付フックはドアを開けて[前]脚セットへ、⑯[中間・後]用取付フックもドアを開けて[中間][後]脚セットへ、フック上端
　 を脚セットに当てがい[Ａ]部を指で押さえながら  丸ネジセットM6にて６ヵ所均等にしっかり締付けてください。〔図-10〕

4  最後に各締付け部にユルミや締め忘れがないか確認の上、下記注意事項を守り安全に使用してください。

取付フックを取付ける際はドアを開けた状態で行ってください。閉めた状態で行うとウェザーストリップの端が
フックの先端部に挟まれてドアを開けた際にウェザーストリップがちぎれてしまう事があります。
特に[中間・後]のスライドドア部はウェザーストリップを挟みやすいので十分に注意して行ってください。
〔図-10-A〕
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図-10

必ず取付フックを取付ける際は[Ａ]部を指で押さえながら、ゆっくり６ヵ所均等に締付けを行ってください。
片側を一方的に締め付けてしまうと取付フックが外れやすくなってしまいます。

注意！

ウェザーストリップ

挟まないように注意！

スライドドア部 図-10-A
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取付け方法②

・キャリアを前後左右に揺すり〝ズレ〟や〝ガタツキ〟が無い事を確認してください。

・キャリアを手のひらで数ヶ所叩いて、各締付け部にユルミがないかを確認してください。
　ユルミがある場合は〝ビビリ音〟がします。
・キャリアを取付けた初期段階では初期ユルミは必ず発生します。しばらくの間は締付部の増締めを
　習慣に行ってください。しばらくすると車両とキャリアが馴染んできて締付部は緩まなくなります。

　注意：キャリア取付け後の確認を！！！
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1  屋根の周辺の埃や汚れをきれいに拭き取ります。
   車両リアガラスの上部左端から190ﾐﾘ前方の所にキャリアの[後]脚セットの中心が来るようにキャリアを載せます。〔図-9〕

キャリアを屋根に載せる際は多人数でゆっくりとキズを付けないように行ってください。注意！

リアガラス

[後]脚セット

図-9
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2  次に正面から見て、キャリアがルーフの中央にあるかを確認します。〔図10〕
　 そして[前][中間][後]の⑰ベースゴム凸部をルーフの手前の壁に当て、ベースゴム凸部先端が樹脂モールの上に
　 乗っている状態に調整します。〔図-10-A〕
　 調整後、仮締め状態の⑪脚ステーの中の　キャップボルトセットM6と　キャップボルトM8をしっかり締付けます。〔図-10〕
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